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第１้ ૱बのኬ࿨
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第Ĩൻ ૱बƣሑ෕

第Ĩ節 ૱बƣኬ࿨

（区総務部） 

቎૱बは、災害対策基቎ሓ
ಃፍᇨƒの２ 2�ಃ 2-�� Ҧ-�2�災害対策基቎ሓ（ൢ）� ౄ

൴�第 �2 ඞの規定に基ƚき、ஔဪ区防災वਢ
ಃፍᇨƒの１ 2�ಃ �-� Ҧ-��ஔဪ区防災व

ਢஓถࡿ኎ሁ�、ಃፍᇨƒの２ 2�ಃ 2-� Ҧ-�⿤Ҧ-��ஔဪ区防災वਢඞ፯��ஔဪ区防災व

ਢࢪࢥ規࿘��ஔဪ区防災वਢ部वࢪࢥ規࿘� ౄ൴�がఢถする቎区のདࡰに૒るདࡰ防災

૱बであƘƛ、区ኁの生命、ි体及ƨఖౌを災害から保୦するƈとをኬ࿨とする基቎૱ब

である。 

第２節 ૱बƣต६ਸƨᄧࡗ

（区総務部） 

Ĩe ૱बƣต६�

቎૱बは、቎区のདࡰに૒る様々な災害に対しƛ実施さǁるያ防対策、応਼対策、ᆲ੊

対策に౼るࡴ連の災害対策につŹƛ、区の処ጫすべき事務ቦは઄務を中඾としƛ、都及ƨ

౪定དሑ行ท৿関等が቎区のདࡰに関しƛ処ጫする事務ቦは઄務
୰ࡊ・൯防・ଔ設・࡭

ፑ・防ࢼ・੉෯・Ⴭ෯・พຣᇖƨに通ම・ဃਂ・Ǘス施設等�につŹƛ਋ఐし、ƒǁƓǁの

事務ቦは઄務を൤ጫする各防災৿関が連ૢをቹにしƛƒのዛする฽務を෵行し、もƘƛ各

種災害に対処するஇਵ࿨૱बである。 

また、災害対策基቎ሓのूฝೡ౯等を踏まえƛ、防災に関するท策・ሑ෕ଂ定थ࿘及ƨ防

災のଵ඘における൅ตのౄबを拡大するとともに、໣様ตにვፄした防災対策を推進しƛŹ

Ƅ。 

２e ૱बƣᄧࡗ�

቎૱बは、災害対策基቎ሓに基ƚƄ防災૱ब、෯防ሓ第Īඞの規定に基ƚき区が定める

෯防૱बᇖƨに災害਽助ሓに基ƚき、都ཐ事が実施する災害਽助事務のうƖ、災害਽助ሓ第 

�� ඞの規定に基ƚき都ཐ事から区長に࡙႞さǁた඘合ቦは都ཐ事が実施する਽助事務をᇸ

助する඘合の૱ब及ƨ၍ሓ࿪ዿ๶の਽助઄務に関する૱ब等、防災に関する各種の૱बをህ

৞する総合࿨૱बである。 
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第１部 総 則 

第１章 計画の方針 
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第３節 計画の前提  

（区総務部・土木部） 

１． 震災の被害想定 

令和４年５月の東京都防災会議で決定された震災の被害想定（「首都直下地震等による東

京の被害想定」）は次表のとおりであり、この数値を本計画の前提とした。今後、社会状況

の変化や、最新の科学的知見などに基づき、国や都から新たな被害想定が公表された際は、

その内容を十分に検証した後、施策への反映や本計画の修正など、必要となる対応を迅速

に行うものとする。 

なお、平成 25 年５月に都防災会議から公表された「南海トラフ巨大地震等による東京の

被害想定」によると、南海トラフ巨大地震による本区の最大震度や津波などの被害想定は、

「首都直下地震等による東京の被害想定」よりも小さいため、本区では首都直下地震等の対

策を基本に推進していくものとする。 

（１） 前提条件 

第第１１ 想想定定地地震震  

本計画では、区内の 13.7％が震度７、84.4％で震度６強となり、大きな被害が想定される

「都心南部直下地震」を想定する。 

 

【想定地震】 

項目 内容 

想定地震 都心南部直下地震 
規 模 Ｍ※7.3 

発生確率 今後 30 年以内 70％（南関東地域におけるＭ7クラスの確率） 
※「Ｍ」はマグニチュードであり、以下「Ｍ」と表記する。 

 

【地震動（地震のゆれ）(資料編その１ P.資 1-9 Ⅰ-5「気象庁震度階級関連解説表(抜粋)」 参

照)】 

区     分 5 強以下 6 弱 6 強 7 

都心南部直下地震 

（震度別面積率） 
Ｍ7.3 0.0％ 1.9％ 84.4％ 13.7％ 
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第２ ਂඉඞଉ等

ད震発生の時৖໷によりဪੜ都ၾに໾留する෗々のঊ動状況はࡣなるため、発生時௅がᇥ

Ǆると෗࿨被害の様ະもᇥ化する。また、時৖໷や季้によƘƛऔਂ৯ભ等のౚዿ状況がࡣ

なるため、औ災のഞऔଉ෾もᇥ化する。ƈのため、ೣ 都ྞ下ད震等によるဪੜの被害想定（፭

ᎬīႩ５ଈ 2� ႘୰ᅳ）では、想定さǁる被害がࡣなるĪ種፬のၟ྇࿨なシーン（季้・発

生時௅）を設定した。 

【ਂඉඞଉ・想定さǁる災害】

季้・時௅・ᆭ速 想定さǁる災害

ဝ・ວྋ �時 

ᆭ速（�O�U・�O�U）

○ ఙ්・༺᎓大震災と၍ƍ発生時৖໷ 

○ ໣Ƅの෗々が自宅で೰඼中に被災するため、ऌࣴရहによる死者が

発生する৭଩ตがஸŹ。 

○ オȀィスやᄣञज़のࣴၾ॒໾留者や、࿲ၗ・ၗ᎓ጦዿ者は൛なŹ。 

ဝ・཭ �2 時 

ᆭ速（�O�U・�O�U）

○ オȀィス、ᄣञज़、ࢭब৛、テーȉǼーク等に໣෾の໾留者がആ中

しƛおり、࿷ᇲ等のရह、েᄜ等のጜ下ᆾ等による被害の৭଩ตが

ஸŹ。 

○ ॒ഞ者が໣Ź時৖໷であり、਀宅௘難者෾も௻໣となる。 

○ ഉ宅ၾ໾留者෾は�႘の中で௻も൛なƄ、Ꭱਾኪ່ऌࣴのရहによる

死者෾はྋዪとᄾॵしƛ൛なŹ。 

ဝ・ዪ �� 時 

ᆭ速（�O�U・�O�U）

○ औਂ৯ભጦዿが௻も໣Źとணえらǁる時৖໷で、ƈǁらをମ因とす

るഞऔ෾が௻も໣Ƅなる。 

○ オȀィスやᄣञज़೮ᇩ、ǪーȊナルࢾでは、਀宅やࢃඳのため໾留

者が໣෾ໜ在する。 

○ Ǿルရहやেᄜ等のጜ下ᆾ等により被災する৭଩ตがஸŹ。 

○ ࿲ၗ、ၗ᎓はưƱラッシȐ時にઝŹ状況で෗࿨被害や୪通৿Ⴗ౫ඏ

による影響が大きŹ。 
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第１章 計画の方針 
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（２） 地震による被害想定結果の概要（江東区） 

前提条件を踏まえた想定結果の概要は次のとおりである。 

都心南部直下地震（風速 8m/s） 

想定シーン 冬・早朝 5時 冬・昼 12 時 冬・夕方 18 時 
建
物
被
害 

全壊・焼失棟数（棟） 6,826 7,494 9,297 
要因別 揺れ等 6,600 6,600 6,600 

地震火災 226 894 2,697 

人
的
被
害 

死者数（人） 461 283 401 
要因別 揺れ 438 233 298 

屋内収容物 17 19 17 
急傾斜地崩壊 0 0 0 

地震火災 6 28 77 
ブロック塀等 0 2 8 

屋外落下物 0 0 0 

死者数に占める要配慮者数（人） 224 138 195 
負傷者数（人） 6,834 8,328 8,091 
要因別 揺れ 6,374 7,638 7,010 

屋内収容物 431 515 462 
急傾斜地崩壊 0 0 0 

地震火災 20 88 304 
ブロック塀等 8 82 292 
屋外落下物 1 6 22 

負傷者数に占める重傷者数（人） 1,053 1,143 1,244 
社
会
的
影
響 

避難者数（最大）（人） 211,833 217,821 234,027 
帰宅困難者数（人） - 237,250 237,250 
閉じ込めにつながりうる 
エレベーター台数（台） 

1,273 1,282 1,304 

自力脱出困難者数（人） 3,952 4,112 3,948 
災害廃棄物（万トン） 326 328 332 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害 

電力 停電率 35.7% 36.5% 38.6% 
通信 不通回線率 1.9% 3.4% 7.3% 
上水道 断水率 52.4% 52.4% 52.4% 
下水道 被害率 6.6% 6.6% 6.6% 
ガス 供給停止率 100.0% 100.0% 100.0% 

※ 小数点以下の四捨五入により合計は合わない場合がある。 

※ 建物被害の揺れ等には、液状化、急傾斜地等の被害を含む。 

※ 死者数に占める要配慮者数については、属性間の重複の除去は行っていないため、あくまで最大

値の想定である。 

※ ライフラインの復旧日数は、都全体で次のように想定されている。 

（電気：４日、電話：４日、上水道：17 日、下水道：21 日、ガス：６週間） 
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�Ī� ᇓถ 2� 年Ɲ፭Ꭼī年ƣ首都直下地震等による被害ມ࿊ଅऐƣᄾॵ 

ᇓถ2�Ⴉと፭ᎬīႩのဪੜ都及ƨஔဪ区における被害想定ଅऐのᄾॵは಑のとおりである。 

【ဪੜ都における被害想定ଅऐのᄾॵ】

被害想定の୰ᅳ時期 ፭Ꭼ � Ⴉ � ଈ ᇓถ 2� Ⴉ � ଈ

ඞଉ
想定ད震 都඾ႊ部ྞ下ད震 ဪੜᎻሾ部ད震

時期及ƨ時௅・ᆭ速
ဝ・ዪሑ �� 時
（ᆭ速 �O�U）

ဝのዪሑ �� 時
ᆭ速 �O�ᅹ

ଔᆾ

被害

ଔᆾ被害（ိ） ������� �������

要因ᇠ
ዷǁ等（ိ） �2���� ��6�22�

औ災（ိ） ��2�2�2 ������6

෗࿨

被害

死者（෗） 6���� ��6��

要因ᇠ
ዷǁ等（෗） ��666 ���6�

औ災（෗） 2���2 �����

ᆟോ者（෗） ������ ����6��

要因ᇠ
ዷǁ等（෗） ������ �2����2

औ災（෗） ����� ������

避難者（෗） 約 2�� ቮ 約 ��� ቮ 

਀宅௘難者（෗） 約 ��� ቮ 約 ��� ቮ 

Å 都඾ႊ部ྞ下ད震とဪੜᎻሾ部ད震ではད震動がࡣなり、ᄾॵは௘難であるƈとに留意が必要
Å ൚෾点以下の౟ಾୖႚにより合૱が合ǄなŹ඘合がある。
Å ዷǁ等には、ࢻ状化、਼૓ೀད等の被害を৞Ƶ。 

ഞ࿳gဪੜ都防災वਢ�ဪੜ都のශたな被害想定⿤ೣ都ྞ下ད震等によるဪੜの被害想定⿤�（፭ᎬīႩ５ଈ）

【ஔဪ区における被害想定ଅऐのᄾॵ】

被害想定の୰ᅳ時期 ፭Ꭼ � Ⴉ � ଈ ᇓถ 2� Ⴉ � ଈ

ඞଉ

想定ད震 都඾ႊ部ྞ下ད震 ဪੜᎻሾ部ད震

時期及ƨ時௅・ᆭ速
ဝ・ዪሑ �� 時
（ᆭ速 �O�U）

ဝのዪሑ �� 時
ᆭ速 �O�ᅹ

ଔᆾ被害
ଔᆾ๺ह（ိ） 6�6�� �����

औ災（ရहଔᆾを৞Ƶ）（ိ） ����� ����6

෗࿨被害

死者෾（෗） ��� ���

ᆟോ者෾（෗） ����� ����6�

避難者෾（௻大）（෗） 2����2� 2����62

ラǏȀラǏン

被 害

࿄ဃጴ ���6� �����

ᆊ通ष๦ጴ ���� ��6� 

එ෯ၗཉ෯ጴ �2��� �6���

下෯ၗ৉きƼ被害ጴ 6�6� 2����

ƒの໢

਀宅௘難者（෗） 2���2�� ������� 

ᇘƍ௔めにつながりၜる 

エレȄーǪー࿄止༊෾（༊）
����� ��� 

災害჋৾ᆾ（ቮū） ��2 2�� 

Å 都඾ႊ部ྞ下ད震とဪੜᎻሾ部ད震ではད震動がࡣなり、ᄾॵは௘難であるƈとに留意が必要
ഞ࿳１gဪੜ都防災वਢ�ೣ都ྞ下ད震等によるဪੜの被害想定ሇெി�（ᇓถ 2� Ⴉīଈ）
ഞ࿳２gဪੜ都防災वਢ�ೣ都ྞ下ད震等によるဪੜの被害想定ሇெി�（፭Ꭼ īႩ５ଈ）
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第１章 計画の方針 
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２． 津波の想定 

（１） 想定津波 

首都直下地震等による東京の被害想定（令和４年５月 25 日公表）において、「大正関東

地震」及び「南海トラフ巨大地震」の津波浸水が想定されており、それぞれの地震における

最大値の津波の高さが算出された。本計画についても、「大正関東地震」及び「南海トラフ

巨大地震（ケース②）※１」を想定する。潮位については朔望平均満潮位を採用しており、

T.P.基準※２では T.P.＋0.966ｍに換算される。 

※１ 「南海トラフ巨大地震」について、今回の被害想定では、内閣府の「南海トラフの巨

大地震モデル検討会『第二次報告（平成 24 年（2012）年）』」で検討された 11 ケース

の南海トラフの最大クラスの地震の津波断層モデルのうち、都内において最大津波高が

高い５つのケース（ケース①②⑤⑥⑧：全て Mw は 9.1）を選定し被害想定が実施され

た。江東区で最も津波高の大きくなるのは【ケース②「紀伊半島沖」に「大すべり域＋

超大すべり域」を設定】である。 

※２ T.P.：東京湾平均海面（海抜） 

【南海トラフの最大クラスの地震の津波断層モデル５ケース（ケース①②⑤⑥⑧:各 Mw※39.1）】 

 
出典：内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会『第二次報告（平成 24 年（2012）年）』」 
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ÅĪ ȍーȌンǳȉǛǶǬȐーǴ（/Y）とは、ད震をࢂき਍ƈしたཉພ（震ଳཉພ）のኜู

やཉພにおけるᇓઍᇥࡔ、ཉພᆋઝのད८の஺ตጴからਿめらǁる、् ሐさǁたƧƏƴ

エǸルǙーに対応するȉǛǶǬȐーǴで、ད震૱で৑໐さǁたད震のᇥࡔවᆳまたは速

ဗවᆳからਿめたད震の規模であるਂඉྃȉǛǶǬȐーǴ（ń）とࡣなる。 

【想定ྥჂ】

項ኬ ၾዴ 

ད震኎ 大ฝ関ဪད震 ႊॆǳラȀ੎大ད震 

規 模 ń� クラス ń� クラス 

発生確ጴ ௗ後 �� Ⴉ以ၾ �⿤6² ௗ後 �� Ⴉ以ၾ ��⿤��² 

�ĩ� ௻་ྥჂஸ 

቎区の想定ྥჂにおけるƒǁƓǁの௻大ྥჂஸは、�大ฝ関ဪད震�では、2�22Ť、�ႊ

ॆǳラȀ੎大ད震�は 2�6�Ťと్ഞさǁƛおり、ओ๖ᆕはළ෯するがഉ宅ད等はළ෯しな

Ź想定である。なお、想定ད震で対ඉとした�都඾ႊ部ྞ下ད震�で発生するྥჂஸは、ओ

๖やॆয়の࿉防をࣁえるஸさとはならなŹ想定である。 

ဪੜᎻၾᎻのうƖஔဪ区にかかる防ྌ࿉のஸさは 6�2�
����O⿤
6���O となƘƛおり、想

定しƛŹるあらƻるྥჂのஸさをඑषƘƛŹる。 

【௻大ྥჂஸ（ተྌࡔ・ད८ᇥ動ணፄ）】 

想定ྥჂをࢂき਍ƈすད震 規 模 ௻大ྥჂஸ 

大ฝ関ဪད震 /� クラス 2�22Ť 

ႊॆǳラȀ੎大ད震 /� クラス 2�6�Ť

Å ྥჂஸは๺ƛॆᄌ（6�2�）ᅳಘ 
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第４節 計画の修正  

（区総務部） 

本計画は災害に対処するための恒久的計画であり、災害対策基本法の基本理念を踏まえ

て防災に関する政策・方針の決定を行う。各防災機関は、災害対策基本法第 42 条の規定に

基づき、常に自己の主管する計画、項目及び細目について検討し、必要があると認めるとき

は修正手続きを執らなければならない。 

したがって、その修正が緊急を要し、かつそれが他機関に関係のある事項であるときは、

当該関係機関に連絡して了解を得たのち、速やかに計画修正案を江東区防災会議事務局(区

総務部危機管理室防災計画課)に提出するものとする。また、その修正が性質上定期的に行

う必要があるものについては、江東区防災会議が指定する期日までに、その計画修正案を

江東区防災会議事務局に提出しなければならないものとする。 

第５節 他の法令に基づく計画との関係  

（区総務部） 

この計画は、本区の地域における災害対策に関する総合的かつ基本的な性格を有するも

ので、指定行政機関等が作成する防災業務計画及び本区を包括する都の地域防災計画に抵

触するものであってはならない。 

したがって、それらの計画に抵触することが明らかであって、かつ避けることができな

いと認められるときは、江東区防災会議において調整を図るため、関係資料とともに当該

事項に関しての意見文書を添えて、江東区防災会議事務局に提出しなければならないものと

する。 

また、この計画は、災害対策基本法第 42 条第３項及び同法第 42 条の２の規定に基づく地

区防災計画を必要に応じて反映し、両計画の連携に基づく防災対策を実施することにより、

地域防災力の向上を図るものとする。 

  



第ĭ้ ૱बの೺ഝ

震-�� 

【江東区地ࡰሻ災૱ब【震災ᇨ】ƣࡔམᆋけ】 

第ĭ節 ૱बƣ೺ഝ

（区総務部） 

各৿関は、ƈの૱बの෵行にဴたり、ƒの৿Ⴗをഋ分発৸するため、ᇓຍから自らቦは
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により૱बの೺ഝにဖめなけǁƥならなŹ。 
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第２章 江東区の概要  

第１節 地勢の概況  

（区総務部・環境清掃部・土木部） 

江東区は、都の東部に位置し、北は墨田区、西は隅田川を隔て中央区に、また東は荒川

及び旧中川を境として江戸川区に、南は東京湾に臨み、港区、品川区及び大田区に接してい

る。 

本区の位置する江東デルタ地帯は、古くは一望の海であった。利根川と荒川、入間川の流

末に発達した葦の茂ったこの地域は、長い間の沖積作用と江戸時代からの埋立工事によっ

て次第に土地を形成し、さらに明治以降は海岸の埋立工事が継続して行われ、また近年に

なっての大規模な埋立工事によって現在の地形となったものである｡このような長い歴史的

経過を踏まえて造成された広大な埋立地を、臨海部副都心開発を中心に、様々な都市的需要

に応える貴重な空間として開発整備を進め、現在、本区の臨海部は、情報受発信基地・ス

ポーツレクリエーション施設・アミューズメント施設等が立ち並ぶ未来型都市へと変貌を

遂げた。 

本区の地質構造上の問題として、地盤沈下の現象が明治時代から明らかになり、防災上

の大きな問題となった。地盤の沈下は大正９年頃より次第にその度を増し、昭和 12～13 年

頃には年間 10～12cm に達した。戦災により工場地帯が壊滅した昭和 19～21 年当時におい

ては、この沈下現象は一時停止したが、工場地帯の復興が始まった昭和 23 年頃から再び漸

増し、昭和 43 年には年間最大 22.0cm に及び、累計で最も著しい南砂２丁目では大正７年か

ら昭和 55 年までに 4.59ｍの沈下を記録している。 

都は、地盤沈下の原因と考えられる地下水の汲み上げを規制、水溶性天然ガスの採取を

停止させるとともに、工場に工業用水を供給する工業用水道を敷設し、本区においては昭

和 40 年５月から給水を始めた。その結果、沈下現象は鎮静化、地下水の上昇により地盤は

むしろ隆起の傾向を示し、平成８年までの同地点の総沈下数値は 4.51ｍとなっている｡な

お、東京都工業用水道事業は令和５年３月 31 日をもって廃止されている。 

本区の地盤高の状況は、深川地区西部の隅田川に近い地域は満潮面程度、又はこれより

僅かに高いが、東部千石二・三丁目付近では干潮面位のところがある。また、城東地区で

は特に地盤が低く、その大半が干潮面以下という低地である。 

水害、特に高潮による水害の防御については、昭和初期より高潮防御計画を策定し実施

してきたが、幾多の変遷を経て昭和 40 年度をもって外郭堤防の完成をみた。なお、城東地

区の改良下水道は、昭和 42 年頃より始められ、既に完成している。さらに、大地震周期説

とともに、護岸の震災に対しての安全性が課題とされ、防災拠点再開発構想と関連し、耐

震対策河川事業が実施されている。また、阪神・淡路大震災後の緊急対策として、東砂の

荒川堤防の耐震対策が平成８年から行われている。なお、東京都は東日本大震災を踏まえ

た地震・津波対策の検討を行い、最大級の地震が発生した場合においても、堤防や水門等

の各施設が機能を保持することを目的とした整備計画を、平成 24 年 12 月に策定した。 
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第２節 ኜูƝ෗୵

（区区ኁ部） 

Ĩe ஔဪતƣࡔམƝኜู
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第３節 産 業  

（区地域振興部） 

本区の産業は、江戸時代から水運を利用した米・雑穀をはじめ、肥料・木材・倉庫業な

どが深川地区において栄えてきたが、とりわけ木場に代表される木材業が最も盛んであっ

た。木材関連企業は、1970 年代に防災等の都市計画上の理由から、その多くは埋立地の新

木場へ集団移転した。 

明治の末期から、近代産業として鉄鋼・金属・化学などの重化学工業が盛んになり、特

に城東地区は、かつての農村から工業の町へと変貌した。これらの産業も、1960 年代後半

以降の全国的な工業再配置の中、大規模な工場は地方都市へ移転し、区内の工業は都市型

軽工業へと変化した。印刷関連業、木材、繊維、機械・金属、ガラス等が区の中心的な産

業を構成しているが、近年はＩＴ・情報関連業の著しい発展・集積がみられる。 

一方、臨海部地域では、1990 年代以降、港湾運輸を支える倉庫・トラックターミナルな

どの流通関連施設が立地するとともに、国際展示場・テレコムセンター・タイム 24 等情報

発信基地の役割を果たす施設が集積し、東京の産業基地の重要な一翼を担っている。 
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第Īൻ ஔဪતƣೂव૪అඡੳ
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２． 昼間人口及び就業者数 

本区の夜間・昼間人口及び昼間就業者数の状況は次のとおりである。 

（１） 江東区の昼夜間人口(令和２年国勢調査) (単位 人) 

区 分 夜間人口 昼間人口 
流入超過人口 

（△流出超過人口） 

昼間人口指数 

（夜間人口＝100） 

江 東 区 524,310 633,813 109,503 121 

東 京 都 14,047,594 16,315,279 2,267,685 116 

 

（２） 地域相互間の流入人口(令和２年国勢調査) (単位 人) 

区 分 
流 入 人 口 流 出 人 口 流 入 超 過 人 口 

総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学 

流 

出 

入 

先 

江  東  区 271,325 262,820 8,505 160,307 147,228 13,019 111,018 115,532 △4,514 

都 区 部 （ 計 ） 112,276 107,668 4,608 130,651 120,814 9,837 △18,375 △13,146 △5,229 

都 心 2 区 

(千代田・中央) 
5,162 4,997 165 51,944 50,222 1,722 △46,782 △45,225 △1,557 

隣 接 2 区 

(墨田・江戸川) 
36,914 34,914 2,000 14,023 12,561 1,462 22,891 22,353 538 

その他の区部 70,200 67,757 2,443 64,684 58,031 6,653 5,516 9,726 △4,210 

市 町 村 部 15,471 15,032 439 2,599 1,878 721 12,872 13,154 △282 

他 府 県 131,273 128,555 2,718 14,752 13,031 1,721 116,521 115,524 997 

(注) △＝流出超過人口 
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３． 交通機関の利用状況 

（１） ＪＲ東日本(一日平均) （単位 人） 

駅   名 
乗  車  人  員 

総 数 定 期 定期外 

総武線   亀  戸 

京葉線   越 中 島 

 潮    見 

 新 木 場 

55,043 

5,440 

15,366 

70,078 

32,680 

3,278 

9,487 

38,103 

22,362 

2,161 

5,879 

31,975 

（２） 東武鉄道(一日平均) （単位 人） 

駅   名 
乗  車  人  員 

総 数 定 期 定期外 

亀戸線  亀戸水神 

   亀  戸 

2,367 

13,409 

1,210 

8,098 

1,157 

5,311 

（３） 東京地下鉄(一日平均) （単位 人） 

駅   名 
乗 車 人 員 降 車 人 員 

総 数 定 期 定期外 総 数 定 期 定期外 

東西線 

門 前 仲 町 

木 場 

東 陽 町 

南 砂 町 

 

有楽町線 

豊  洲 

辰  巳 

新 木 場 

 

半蔵門線 

住   吉 

清 澄 白 河 

 

56,763 

35,941 

57,259 

29,549 

 

 

104,703 

13,973 

48,404 

 

 

27,518 

30,735 

 

30,012 

21,389 

36,539 

17,588 

 

 

56,203 

8,656 

24,702 

 

 

14,087 

14,052 

 

26,751 

14,552 

20,720 

11,961 

 

 

48,500 

5,317 

23,702 

 

 

13,431 

16,683 

 

57,306 

36,348 

57,449 

30,013 

 

 

106,079 

13,803 

47,360 

 

 

27,298 

30,585 

 

30,012 

21,389 

36,539 

17,588 

 

 

56,203 

8,656 

24,702 

 

 

14,087 

14,052 

 

27,294 

14,959 

20,910 

12,425 

 

 

49,876 

5,147 

22,658 

 

 

13,211 

16,533 
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（７） 都営バス 

営 業 所 名 系統数 
在  籍 

車両台数 

1 日平均 

乗 客 数 

 

深川自動車営業所 

（江東区コミュニティ

バスしおかぜを含む） 

 

江東自動車営業所 

 

有明自動車営業所 

 

10 

 

 

 

9 

 

3 

台 

161 

 

 

 

102 

 

55 

人 

65,879 

 

 

 

59,753 
 

18,273 
   

４． 生活物資(食料品等)の取扱事業所数の現況 

（１） 飲食料品卸売業 （令和３年経済センサス‐活動調査） 

総数 
農畜産物・ 

水産物 

食料・ 

飲料 

507 358 149 

 

（２） 飲食料品小売業 （令和３年経済センサス‐活動調査） 

総数 各種食料品 野菜・果実 食肉 鮮魚 菓子・パン その他 

698 52 34 26 22 128 436 
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第īൻ ஔဪતƣଲ災ኬᅮ

第Ĩ節 ஔဪતƣଲ災ኬᅮ

（区、各৿関）

Ĩe ೘ຎƣሑ୶ต�

以下のĪつの視点と、分ኾࣧཉ࿨視点に基ƚき、防災対策のભ体化を図る。 

【Īつの視点】 

Ғ �自助��共助�の促進

๺ƛの区ኁが災害を�पが事�としƛ໎え࿪โな行動につなげるため、防災意ಡのඦถ

や自主防災組ද（災害੤፛༆）への౫࣍など、ऌ࿍やདࡰにおける防災の取組を促進する。

ғ 区の応਼対応፛の੫化

ラǏȀラǏン等の被害により応਼対策がཛ࣊する੮ǁがあり、ǺーǴ対策を৞めた応

਼体制のஏなる੫化を図る。

Ҕ 被災者の生ঊৄ੩ू๷

੍ഉ૛໺やラǏȀスǪǏルのᇥ化を踏まえた、被災時のࡊ๺でಱのஸŹ生ঊৄ੩と႘ඛ

生ঊをວ期に確保する。 

【分ኾࣧཉ࿨視点】 

Ғ ໣様ตへのვፄ

൅ตやƈども、ŃľＢŋ等のሑのưか、ஸ፼者、ඏ害者、難ᅸ঵者、॒ே෗の要ვፄ者

等に対しƛ、きめ఍かŹვፄを行う。 

ғ 防災Ļŏの推進

スȉーǳȀǔンの普及やǲǣǪルਙടの進࿶を踏まえ、防災対策の実୲ตをஸめるため、

防災Ļŏを推進しƛŹƄ。 

２e ଲ災ኬᅮ�

区は、ᇓถ �� Ⴉの中࣡防災वਢで策定したゃೣ都ྞ下ད震のད震防災๗ጸやに基ƚき減災

ኬᅮを定め、区ኁ等と੤፛しƛ対策を推進しƛきた。 

ᇓถ 2� Ⴉīଈに、都防災वਢはဪ႘቎大震災を踏まえた�ೣ都ྞ下ད震等によるဪੜの

被害想定�を୰ᅳし、ƒの被害૴減等をශたなኬᅮとしƛ定めたဪੜ都དࡰ防災૱ब（ᇓถ

2� Ⴉೲฝ）を၍Ⴉ �� ଈに策定した。区におŹƛも、都とࡴ体となƘƛ୲ऐ࿨な防災対策を

推進するため、ᇓถ 2� ႩĪଈにஔဪ区དࡰ防災૱ब（ᇓถ 2� Ⴉဗೲฝ）を策定し、ƒǁま

での減災ኬᅮをूめƛශたなኬᅮを定めた。 
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第４章 江東区の減災目標 
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都防災会議は、前回の想定から 10 年ぶりに首都直下地震等による東京の被害想定（令和４

年５月 25 日公表）を公表し、その被害軽減等を新たな目標として定めた東京都地域防災計画（令

和５年修正）を令和５年５月に改定した。区においても、都と一体となって効果的な防災対策を

推進するため、令和５年 11 月に江東区地域防災計画（令和５年度修正）を改定し、減災目標を

更新した。 

減災の取組に当たっては、行政機関のみならず地域の様々な主体が防災対策に積極的に参

画協働する取組を促進し、区民の「自助」、「共助」の意識を高め、自主防災組織（災害協力

隊）、消防団などの地域防災力の向上を図る。また、以下の主な対策への取組をはじめ、本

計画上の様々な施策を総合的に推進することにより、この目標は、10 年以内に達成する。 

都心南部直下地震「冬・夕方（風速 8m/s）」のケースで、揺れや火災による死者、避難者、

倒壊や焼失による建築物の全壊棟数をそれぞれ減少させる。 

 

【江東区における減災目標】 

「2030 年度までに、首都直下地震等による人的・物的被害を概ね半減」 

 

《目標》 

目目標標１１  死死者者をを概概ねね半半減減ささせせるる 

建物の倒壊や地震火災による死者を約 200 人減 

被害想定で、建物全壊や地震火災等を原因とする死者数 401 人を概ね半減の約 200 人にする。 

目目標標２２  避避難難者者をを概概ねね半半減減ささせせるる 

住宅の倒壊や火災による避難者を約 11 万人減 

被害想定で、住宅の倒壊や火災による避難者約 23.4 万人を概ね半減の約 12 万人にする。 

目目標標３３  建建築築物物のの全全壊壊・・焼焼失失棟棟数数をを概概ねね半半減減ささせせるる 

ゆれ・液状化等による建物全壊や地震火災による焼失を約 4,600 棟減 

被害想定で、ゆれ・液状化等による建物全壊や地震火災による焼失9,297棟を概ね半減の約4,600

棟にする。 
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�主な対策� 

１）�自助��共助�の促進

Ғ 区ኁの�自助�による防災፛の୶එ 

ア� 在宅避難・႘ඛ備ཡの推進 

Ǐ� ഷ期൯औ・ഞऔ防止対策の推進 

Ǒ� 感震ȁレーカーの設置促進 

エ� ऌભ፬の࿼ရ・ጜ下・移動防止対策 

オ� 防災に関඾のなŹ෗に୶けた普及啓発の推進 

カ� ൅ต・ƈども・要ვፄ者等の視点を踏まえた分かりやすŹ普及啓発の推進 

ǘ� ȅッǳの防災対策（ȅッǳዿᆀのඛ備・しつけ）の啓発のഊ実

ғ དࡰによる�共助�の推進 

ア� 災害੤፛༆の設ጵ及ƨঊ動への౫࣍ 

Ǐ� ๔኷ऌのჃଧ及ƨ防災セȊナーの्௹ 

Ǒ� 災害対応のためのශたな༶Ź೚などの෗ఔ確保 

エ� ኁ৖ཆ体との੤定࿙ଅの推進と連ૢ੫化 

オ� ボランティアঊ動等のഊ実੫化 

カ� 避難所ࢪࢥǠȈーǪーのᇻആ・ࡱถ 

２）区の応਼対応፛の੫化

Ғ 災害対策቎部のঊ動 

ア� ቎部ࢪࢥ訓練のഊ実 

Ǐ� 災害対策቎部ಬの৿Ⴗ・設備のഊ実 

Ǒ� ගሇ೭ആ࿿༥体制の੫化 

エ� ೥࣍応࣍体制の੫化 

オ� ධࡿの໸৿・ౄആの体制の੫化 

カ� ධࡿଞೲのഊ実 

ǘ� （௺掲）ኁ৖ཆ体との੤定࿙ଅの推進と連ૢ੫化 

ғ ࡊ๺な都市ƚƄり 

ア� ኪ່ഉ宅ቹആདࡰを中඾としたଔᆾのᆊႭ化、ኁ৖ଔཝᆾの耐震化の促進 

Ǐ� ৭଩なȁȘックᇑ対策の促進 

Ǒ� ੲፎの長೧命化及ƨၗ᎓のኅဃ཮化の促進 

エ� 防災๫ཧ඘のঊዿ 

Ī）被災者の生ঊৄ੩ू๷

Ғ 避難生ঊৄ੩の確保 

ア� 備ཡᆾಃのഊ実 

Ǐ� ǳǏレ対策の推進 

Ǒ� ࿄ဃ対策と通මৄ੩の確保 

エ� ൅ต・要ვፄ者等の໣様な視点やȅッǳ၍行避難を踏まえた避難所のৄ੩整備 

オ� ශ૙ǞȘナǑǏルス等避難所における感染症対策 

カ� 避難所におけるଌஅ৑ళ体制の੫化 

ǘ� 実୲࿨な避難所्設ࢪࢥ訓練の実施 

ク� 避難所となる都ጵஸ஑やኁ৖施設との連ૢ੫化 
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ケ. 在宅避難者など避難所以外への避難者に対する支援の推進 

② マンション防災対策 

ア. マンションの特性を踏まえた普及啓発 

イ. エレベーターの早期復旧 

ウ. マンション管理組合の防災対策の推進 

エ. （再掲）専門家の派遣及び防災セミナーの開催 

③ 要配慮者・福祉避難所対策 

ア. 避難行動要支援者の個別避難計画の作成推進 

イ. 福祉避難所の役割の明確化や運営体制の支援、施設拡充など開設の実効性の確保 

ウ. 手話や文字・音声など障害者等に配慮した情報伝達の推進 

④ 外国人の災害対応力の強化 

ア. 防災（語学）ボランティアの活用や区内国際交流団体との連携 

イ. アプリや「やさしい日本語」の活用推進 

ウ. 外国人への防災訓練の促進 

⑤ 帰宅困難者対策 

ア. 一時滞在施設の確保 

イ. 一時滞在施設開設時における連携方策の具体化 

ウ. 区内主要駅における検討の具体化 

⑥ 医療救護体制 

ア. 災害時における医師会・医療機関等との連携・協力体制の強化 

⑦ 物流・輸送対策 

ア.国のプッシュ型支援や都からの支援物資の受入・搬送体制の確立 

⑧ 生活再建 

ア. 災害廃棄物の適正処理 

イ. 被災者生活再建支援システムの活用推進による迅速かつ公平な被害認定及びり災証

明書の発行体制の構築 

ウ. 被災者の生活再建に向けた各種支援制度の整理 
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第Ĭൻ 複合災害ƭƣ໴ࣤ

第Ĩ節 Ƥƍƶに

（区総務部） 

ဪ႘቎大震災では、ဪሾདሑ໤ᇓዼࣱད震、大ྥჂ、ମ౤፛発ဃ所事୆など、複合災害に

ଣᆧǄǁた。ઝ༉ቴ຃ዛの大災害である関ဪ大震災では、༊ᆭの影響で関ဪདሑでは੫ᆭが

෫Źƛおり、औ災࣊൲による被害の拡大がପེであƘたưか、ད震発生からĪഃ৖後に༊

ᆭがไઝした。ઝႩでは、፭Ꭼ２ႩĮଈு࢑がශ૙ǞȘナǑǏルス感染拡大の௻中で発生

し、感染症対策を踏まえた避難所ࢪࢥや応࣍ධࡿの೥ႚǁなど、感染症まǈ࣊下における

災害対応をዬਕなƄさǁた。また、፭ᎬĭႩ１ଈ１႘に発生したႷဎᄖဥད震では、௻大震

ဗĮを৑໐し、大ྥჂや市඘の大規模औ災などの被害にଣᆧǄǁた。さらに、၍Ⴉİଈに

はႷဎு࢑が発生し、ད震でোǈƕད盤がு࢑によりሌǁるなどの影響があƘた。 

また、ශたな被害想定におŹƛも、大規模ᆭ෯害やऔ౅ᇂऔ、感染拡大などとの複合災

害発生時に਍きうる事ඉを整ጫした。 

【被害想定で想定する主な複合災害】

ᆭ෯害

・ད震動やࢻ状化により࿉防や୦য়施設がໟോしたङ所からළ෯被害が拡大 

・კ࢑期や༊ᆭシーǥンなど、வ෯ፘが໣Ź時期にད震が発生した඘合、避難所等を৞

Ƶ生ঊ઱৖にළ෯被害が発生 

औ౅ᇂऔ

・෾ EO のவेでも୪通౫ඏが発生し、਽ഞ਽助ঊ動やᆾಃ、Ⴍፍのᄚ送、がǁきの࿯

ੌなどの応਼対策やᆲ੊ఢ઄が௘難化 

・औ౅ेがൊੌさǁる๶にད震が発生すると、வेझഓによりଔᆾ被害が૽ෝ化 

感染拡大

・໣Ƅのഉኁが避難する中で、感染症やඳ中ၣが発生した඘合、避難者৖でആཆ感染が

発生 

・਽ഞ਽助ঊ動や避難者の೥ႚǁ等におŹƛ感染防止対策が必要となり、ঊ動に時৖が

かかるईႷต 

ƈうした、၍種あるŹはࡣ種の災害が၍時または時৖௭をもƘƛ発生する複合災害が発

生した඘合、被害の૽化やஃࡰ化、長期化等がଖ念さǁるƈとから、ƈうした状況も念頭

に置きながら、ያ防、応਼・ᆲ੊対策を実施する必要がある。 
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第２節 複合災害に備え留意すべき事項  

（区総務部） 

先発災害発生時における被害状況等を踏まえ、第２部で掲げる各種施策を確実に進めつ

つ、後発災害に伴う影響なども念頭に置き、以下の点に留意する必要がある。 

 

【複合災害に備え留意すべき事項】 

共通事項 

○ 自分の命は自分で守る視点から、複合災害に対する普及啓発を図り、自

助・共助の取組を促進 

○ 都市基盤施設の整備・耐震化など、防災・減災対策の加速化 

○ 様々なシナリオを想定した、ＢＣＰの策定、訓練の繰り返し実施・検証 

○ 避難先のさらなる確保、在宅避難・自主避難など分散避難の推進 

○ 夏季発災時における熱中症対策 等 

大規模自然災害＋ 

大規模自然災害 

○ 先発災害から後発災害へのシームレスな対処 

○ 後発災害のリスクや被害状況等を踏まえた被災者の移送等の検討 

○ 後発災害による被害の拡大に伴う避難の長期化を要因とした災害関連死抑

止への対応 等 

感染症対策＋ 

大規模自然災害 

○ 災害ボランティアやエッセンシャルワーカーの行動制約下における体制の

確保 

○ 避難所における感染拡大による災害関連死抑止への対応 等 

 




